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特集
テクノロジーで社会の課題を解決するCTCの取り組み

　

世の中に溢れるデータのうち、お
およそ 80％がテキストベースであ
るという。例えば、検索エンジンの
ようなツールで情報を検索すること
はできても、リストアップされる膨
大なデータを人手により全て確認す
ることは不可能に近い。この問題を
解決するのが Quidだ。
「Quidは AI技術を活用して世の
中に溢れる膨大なデータを解析し、
俯瞰しやすく視覚化することで、新
たな知見を見出せるようにします。
その有用性から日本国内外を問わず
さまざまな企業で活用されていま
す」（青木氏）

Quidはブラウザーから利用でき
るクラウドサービスであり、データ
分析やプログラミングの専門知識が
なくても簡単に利用を開始できる。
55万件以上のニュースやブログ、
180万件以上の企業データ、50の
管轄権にまつわる特許データなど、
解析用のデータセットが予め用意さ
れており、データの更新頻度も高い。

ニュースに至っては 15分
ごとに更新される。このた
め対象データを選択し、注
目するワードを入力する
だけで分析を実行できる。　
また、ユーザーが用意した
カスタムデータをアップ
ロードして分析すること
も可能だ。

Quidの特長の 1つが、
図 1に示すようなネット
ワークマップだ。点で表されるノー
ド、ノードのグループで表現される

クラスタ、それらを結ぶ線で表現さ
れるコネクションで構成される。

AI技術を活用して膨大なテキストデータを分析
俯瞰しやすく視覚化して新たな知見を見出す

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（以下、CTC） は 2019 年 3 月 25 日、米 Quid, Inc.（以下、Quid 社）とパートナー
契約を締結し、同社の AI を用いたテキストデータ分析プラットフォーム「Quid」の提供を開始したと発表した。Quid は、膨
大なテキストデータから新たな知見を見出し、商品開発、経営企画、事業戦略における意思決定の支援ツールとして利用が拡
大している。
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図 1　IoT 関連の事業を行う企業を分類したネットワークマップ

膨大なデータの俯瞰に適
したネットワークマップ

専門知識がなくても簡単な操作
でデータ解析可能
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日本語のデータ分析は可能だが、イ
ンターフェイスの日本語化、感情分
析機能の強化を発表した。
「Quid社は日本市場を重視してお
り、ユーザーのニーズに迅速に対応
しています」（上神谷氏）

「お客様に Quidのユースケース
を説明するために用意したものだけ
でもさまざまな事例があります」と
宮脇氏が語るように、Quidで多様
なデータ分析を行うことができる。
そのため商品開発を目的とする市場
調査、研究開発の戦略立案を目的と
する競合調査、M&Aやアライアン
スのための企業調査など、さまざま
な意思決定に役立つ分析を行うこと
ができる。

CTCはテレコム業界を始め、公
共公益事業、金融業、製造業など、
さまざまな顧客に対して IT ソ
リューションを提供してきた知見を
活かし、幅広い分野のデータ解析に
Quidを提案していく考えだ。

めたという事例も実際にある。
さらに興味深い機能の 1つとし

て、「感情分析」をあげることがで
きる。
「膨大な学習データを用いディー
プラーニングにより精度を高めた感
情分析エンジンにより、ソーシャル
メディアやニュースの内容をポジ
ティブ、ネガティブ、ニュートラル
という『感情値』に基づいて分類す
ることができます」（青木氏）
例えば、ある企業に関するアナリ
ストのレポートを感情値で分類し、
縦軸を感情値ごとの数、横軸を時系
列にしてグラフ化すると、企業トッ
プの発言をアナリストがどのように
受け取ったかを知ることができる。
図 2に示すように、同じ時系列で
株価のデータを並べることにより、
株価への影響を把握するといった応
用も可能だ。

2019年 9月、Quid社は日本語
への対応強化を発表した。もともと

ノードやクラスタ間の距離が短いほ
ど、類似性が高いことを意味する。
また、中心に位置するクラスタほど
コネクションが多く、コアとなるこ
とを意味する。
図 1は IoT分野で事業を拡大し

たい企業の戦略立案を目的に、企業
情報から IoT関連の事業を行ってい
る企業を抽出、分類した結果を示し
ている。見つかった企業は 5,000
社以上で、各ノードが 1つの企業
を表している。それらが 18のクラ
スタに自動的に分類され、色分けさ
れるため、どのような事業セグメン
トがあるか、どのセグメントに取り
組む企業が多いかなどを視覚的に把
握できる。
同様に、ニュースやブログから

IoT分野の技術トレンドを調査する
ことや、研究論文や特許情報から競
合企業がフォーカスしているテーマ
を調査する、といったことが可能だ。

ネットワークマップ以外にも、さ
まざまな視点からデータを俯瞰する
ための出力形式が用意されている。
例えば、ニュースやブログを解析
し、あるテーマに関する記事を分類
しても、時系列での変化はネット
ワークマップではわからない。そこ
で縦軸をクラスタごとのノード数、
横軸を時間にした棒グラフを出力す
ることにより、クラスタごとのトレ
ンドを把握できる。増加傾向にある
ニュースを把握して今後のトレンド
を予測することも可能だ。近い将来
に注目が高まると予想したニュース
の内容が、その後世界的に注目を集

横軸 ： 2013.08～2016.02
縦軸 ： 250人のアナリストの感情値

ポジティブな感情値
ネガティブな感情値

ニュートラル（中立）
な感情値

株価

アナリストによる
レポートを感情分析 ある企業のCEOの強気

な発言が報道されるとア
ナリストの感情もポジテ
ィブになり、株価も連動し
て上昇

CEOの弱気な発言が報道
されると、アナリストの感情
がネガティブになり、株価も
連動して下降

図 2　アナリストのレポートから感情値を分析

さまざまな視点からデータを俯瞰
感情分析も可能

日本市場を重視。日本語のデータ
セットも標準で提供

商品開発、経営企画、事業戦略な
どにおける意思決定を支援


